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自己紹介 



目的 

雑誌担当係の業務に 
ついて、基本的な知識
を習得する 



雑誌のお仕事は色んな 
意味で最前線 
→チャレンジングで 
    わくわくする部署 
 

本当に伝えたいこと 



第1章 雑誌の歴史 



シリアルズクライシス 
 『電子資料契約実務必携』より 



1.商品としての特殊性 
2.論文数の増加 
3.商業出版社の市場独占 
4.利用数の増加 
5.新たな機能開発 
 

価格上昇の原因 



電子ジャーナルの普及（予算面） 



学術情報の利用に関する調査 2014. 速報版より 

電子ジャーナルの普及（利用面） 



『電子資料契約実務必携』より 

冊子と電子（利用者側から） 

✅ 

✅ 
✅ 

✅ 



『電子資料契約実務必携』より 

冊子と電子（図書館側から） 

✅ 

✅ 

✅ 



•図書購入費の圧迫 
•オープンアクセスへの要求の高まり 
•JUSTICEの誕生 
 →コンソーシアムの連携強化へ   
 （2011年4月1日） 

シリアルズクライシス・EJの普及が 
もたらしたもの 



第2章 JUSTICE 



大学図書館コンソーシアム連合 
Japan Alliance of University Library Consortia for E-Resources 

電子ジャーナル等の電子リソースに係
る契約、管理、提供、保存に係る総合
的な活動や、それらの業務に携わる人
材の育成等を通して、わが国の学術
情報基盤の整備に貢献すること 

↓ 

JUSTICEとは… 



JUSTICEホームページより抜粋・要約 

・出版社等との交渉を通じた電子リソー 
 スの購入・利用条件の確定 
・電子ジャーナルのバックファイルや 
 電子コレクション等の拡充 
・電子リソースの管理システムの共同利用 
・電子リソースの長期保存とアクセス保障 
・電子リソースに関わる図書館職員の資質 
 向上 
・国外の他コンソーシアムとの情報交換 

目的達成のための事業 



539館（ 2018年7月9日現在） 

 －国 立：  87 
 －公 立：  73 
 －私 立： 365 
 －その他：  14 
   537館（2017年度）   

  14館   

  91館   

  432館   

小規模私学
が大半 

JUSTICE会員館 



組織 

JUSTICEホームページより 



• 調査 
 
• 交渉 
 
• 広報 

 ※複数の部会を兼任している委員もいる 
交渉：18名 調査：8名 広報：8名 

現在の作業部会 



・対面交渉（事務局交渉、チーム交渉、 
 本交渉） 
・非対面交渉（提案内容（書）の確認） 

交渉作業部会 



・提案対象・成立条件について 
・提案製品について 
・利用条件に関すること 
・契約申し込みに関すること 
・支払条件に関すること 
・その他 

交渉内容 



短期的な業務遂行のための体制 
運営委員会の直下 
 
•論文公表実態調査チーム 
•実務必携改訂準備チーム 
•国内電子書籍導入検討チーム 
•OA2020対応検討チーム 
 

チーム 



•設置期間：2018年5月～2019年3月 
•体制：主査1名、委員7名 
   +顧問、協力員、事務局、その他関係者 
•経緯：OA2020への関心表明 
     論文公表実態調査 
•活動：①論文公表実態調査のデータ分析  
     ②OA2020モデルへ移行のための 
      ロードマップ、アクションプラン 
              の作成      
 
 

OA2020対応検討チーム 



・強みと弱みは表裏一体 
・購読モデルの限界と交渉力 
 の強化 
・情報発信力の強化 

JUSTICEの成果と課題 



第3章 雑誌 
（電子ジャーナル）の業務 



契
約 

提
供 

契
約 

①購入タイトルの選定 

②代理店の選定 

③購読予約（発注） 
④レート・価格の設定 

⑤契約 
⑥支払 

⑦納品 

⑨保存 

⑧精算（戻入） 

冊子体 
①購入タイトル/パッケージの
選定 

②代理店の選定 

③購読予約（発注） 
④レート・価格の設定 

⑤契約 
⑥支払 

⑦アクティベート 

⑨アクセスチェック 

⑩利用統計取得 

電子ジャーナル 

４
月 

８ 
｜
１２
月 

１ 
｜
３
月 

スケジュール（例） 



①何を 

②どうやって 

③どこから 

スケジュール（例） 



•新たなパッケージや個別タイト
ルの契約を開始するか 

•現在と同じ条件で更新するか 
•現在の契約条件を見直して更新
するか 

•現在の契約を中止するか 

次の契約をどうするか考える 



• 予算の状況を確認 
• 提供元に見積依頼 
 価格（本体価格、レート、手数料、リバース 
   チャージ） 
• パッケージの特性、利用に関する諸条件 
• 過去の支払状況、契約条件 
• 利用統計 
• 他大学図書館の動向 
• ILL複写依頼/受付の動向 
• トライアルの実施 
• 利用者（教員）へのアンケート 

 

情報を収集する 



•アクセス数 
•アクセス拒否件数 
•アクセス数/パッケージ価格=論文1DL当たりの
平均単価 

•インタビュー/アンケート 
•被引用数/IF 
 

評価 



•論文1DL当たりの平均単価が，700円に満
たないタイトル，および年間平均論文ダウ
ンロード回数が1,000回を超えるタイトル
を継続することを提案 
 

•特定研究科購入希望タイトルについては、
各研究科ごとに全体の数%にあたる削減目
標額分の中止候補タイトルを選定し、 複数
研究科購入希望タイトルについては、全教
員に対して、各個人で重要度に応じたレベ
ル付けして、アンケートを実施 

選定方法（例） 



①何を 

②どうやって 

③どこから 

スケジュール（例） 



•個別タイトル契約 
 Print+無料EJ, Print+EJ, EJ Only,    
 EJ+DDP 
•セット（コレクション）契約 
•パッケージ契約 
• Pay per View契約 
• EBA契約（電子ブック） 

購読契約の種類 



×価格上昇率 

翌年度 

Big Deal 



• 契約期間 
 単年、複数年、1-12月契約、4-3月契約 
・契約条件 
 1）タイトルとアクセスできる範囲 
    カレント、エンバーゴ 
 2）接続方式 
    サイトライセンス（IP）方式、ID/PSWD方式、 
    同時アクセス数、リモートアクセス 
 3)  利用者の範囲 
   FTE,Walk-in User 

契約時に知っておくべきこと 



・契約条件 
 ４）ILLの可否 
 ５）授業やe-learningなどにおける利用の可否 
 ６）テキスト・データ・マイニング利用の可否 
 ７）利用統計の取得の可否 
 ８）契約終了後の扱い 
 ９）移管誌の扱い 
 10）キャンパスの扱い（シングル/マルチ） 
・プラットフォーム 

契約時に知っておくべきこと 



①何を 

②どうやって 

③どこから 

スケジュール（例） 



・出版社 
 Elsevier, Wiley, Springer Nature… 
・大学出版会 
 Oxford University Press, Cambridge University Press… 
・学協会 
 American Chemical Society, IEEE.. 
・アグリゲータ 
   ProQuest, EBSCO… 
・代理店 
 丸善雄松堂, 紀伊國屋, ユサコ… 

契約先の種類 



契約情報の管理 

『はじめての電子ジャーナル管理』より 



•リモートアクセスの確認 
• ILL 
• Walk in User 
↓ 
・アグリーメント/契約書 
・コンソーシアムの提案書 
・Terms of use, Terms and Conditions 
・図書館の戦略 

利用条件の確認 



ナレッジベース（360Core）を
使って、リンクリゾルバ
（360Link）を設定する 

利用環境を整備する（例） 



自動でAtoZリストが出来上がる 

利用環境を整備する 



OPAC ディスカバリー（Summon） 

・冊子と一緒に検索することが 
 できる 
・登録の手間がかかる 

・利用可能なリソースを一括で 
 検索できる 
・論文単位で検索できる 
・検索結果が膨大 

利用環境を整備する 



• リモートアクセスの設定（例：Ezproxy） 

利用環境を整備する 



＜電子情報係＞ 
サーバーやソフト
の契約・調達 

＜雑誌情報係＞ 
＜図書情報係＞ 

ハード・技術面 個々の電子リ
ソースの契約 利用環境の設定 

KB 
＜目録情
報係＞ 
＜雑誌情
報課係＞ 

Stanza 
＜レファレ
ンス＞ 

（図）（雑） 

OPAC 
＜目録情
報係＞ 
＜雑誌情
報課係＞ 

出版社 
代理店 
ベンダー 

利用者 

電子リソース関係係図（例） 



＜電子情報係＞ 
サーバーやソフト
の契約・調達 

＜雑誌情報係＞ 
＜図書情報係＞ 

ハード・技術面 個々の電子リ
ソースの契約 利用環境の設定 

KB 
＜目録情
報係＞ 
＜雑誌情
報課係＞ 

Stanza 
＜レファレ
ンス＞ 

（図）（雑） 

OPAC 
＜目録情
報係＞ 
＜雑誌情
報課係＞ 

出版社 
代理店 
ベンダー 

利用者 

電子リソース関係係図（例） 

それぞれの立場と 
情報共有・意識の 
すり合わせが難しい 



電子リソース、何をどう買うか、どう
提供するか 
＝ 
自分の大学での学術情報流をどうし
ていきたいか、どう発展させたいか 
→チャレンジングでわくわくする部署 
 

まとめ 



•電子資料契約実務必携 
https://www.nii.ac.jp/content/justice/ 
•『はじめての電子ジャーナル管理』保坂
睦著 

http://www.jla.or.jp/publications//tabi
d/87/pdid/p11-
0000000485/Default.aspx 
• JUSTICEの広報誌『jusmine』 
https://www.nii.ac.jp/content/justice/
staff/#anc03 
 
 

もうちょっと勉強したい人へ 
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